
新生徒会執行部による新しい生徒会が本

格的にスタートしました。1 月５日には、

早速、校門から玄関周りをきれいに清掃す

るなど、藤山中のために一所懸命がんばっ

ています。きっと藤山中をリードしてくれ

る素晴らしい生徒会執行部になってくれる

ことでしょう。各専門委員長は右の表のと

おりです。 

12月27日(月)、地域の方と「門松」をつくり北門横に飾り付けました。これは

新生徒会としての初仕事で、地域の方（石田さんと佐貫さん）にご指導をいただき

ながら行ったものです。藤山地区に伝わる伝統ある門松づくりを学ぶことができま

した。これからも新生徒会の伝統行事として、継続していきたいと考えています。 

 

 

 

         新年明けましておめでとうございます 本年も教職員一丸となって、藤山中
学校のますますの発展のために、全力を尽くして取り組んでまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年は、新型コロナウイルスの影響で大変な一年でした。2022年もスタートと同時に本県も「まん延防止等重

点措置」が発出されるなど、先の見えない一年となりそうです。学校としては、まずは感染症対策をしっかりと

行い、子どもたちが安心・安全に学校生活が送れるよう、教職員一丸となって対応していきます。何かとご無理

なお願いをすることもあるかと思いますが、ご理解ご協力くださいますようお願いいたします。裏面に始業式で

の式辞の内容を記載しました。 

 

新生徒会執行部決定！ 
               

                     

 

 
 

 

 
 
   

地域の方と一緒に門松づくり 
 

 

 

 

 

 

 

★地域元気応援隊★「藤山中学校区ドッヂビー体験会」参画！ 

12 月 26 日(日)に藤山中学校体育館にて「藤山中学

校区ドッヂビー体験会」が開催され、運営のお手伝いを

しました。受付や誘導を行ったり、準備体操で手本を見

せたりしました。また、小学生とともにドッヂビーで汗

を流し、ドッヂビーを楽しみました。運営される方は小

学生を楽しませるために大小さまざまな木製の的をつく

られるなど、たくさんのゲームを用意してくださいまし

た。地域の方のご苦労と愛情を感じる機会になりました。

終盤に行われた的入れゲームでは、苦戦する小学生にや

さしくアドバイスしたり、的に入った小学生とともに喜

びを分かち合ったりする隊員の姿が見られました。この

ような素晴らしい機会を与えてくださった地域の皆様に

感謝の気持ちでいっぱいです。 
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（ ３学期始業式 校長式辞より ～ 感染対策により校内放送で実施しました） 

新年 明けましておめでとうございます。 

 校長 森 田 成 寿 

 令和４年の幕開けです。昨年も新型コロナの影響で、様々なことが制限され、寂しい一年となりました。

今年は変異株にも効果的なワクチンや飲み薬の開発により、日々の当たり前の生活ができることを皆さんと

一緒に祈りたいと思います。そして、日本および世界の人々に活気と笑顔が戻る一年になってくれることを

期待します。いよいよ今日から３学期です。１、２年生は５１日間、３年生は４１日間です。特に３年生

は、中学校生活最後の４1日間で、今の仲間と過ごす、大切な１日１日になります。悔いのないように過ご

してほしいと思います。さて、始業式に当たりいくつか、お話をします。今日は皆さんの聞く力を高めるた

めにも、ワークシートを準備しました。自分で大切だと思うことはメモを取りながら聞いてください。メモ

欄が足りない人は、裏面を使用してもかまいません。始めに、二学期の終業式で話した話を憶えています

か。私から１つだけ宿題を出しました。思い出してメモ欄に書いてみてください。そして、その宿題ができ

たかどうかも記入してください。では、答えを言います。「年末の大掃除において、お手伝いをする」とい

う宿題でした。実行できましたか。みなさんは家族の中での自分の役割を果たしていますか。みなさんは家

に帰って、お客さんではありません。世の中、自分一人では生きていけないのです。みんなで支え合ってい

ることの証です。これからも毎日1つでもいいので、家の中の仕事をするようにしてください。 

 次に、新しい年を迎えるにあたり、３つお願いをします。１つ目は、「挨拶」についてです。まだまだ藤

山中３本柱の１つである「挨拶」ができていない人が少なからずいます。やろう、変わろうと思わないとで

きないものです。今年は挨拶から自分自身を変えてみてください。大きな声で、笑顔を添えて。きっと素敵

な自分に出会えると思います。「挨拶が正しくできる人には、いい人が集まります。いい人が集まると、自

分にとっていいことが起こります。幸せは人との出会いによるところが大きいのです。いい挨拶をして、い

い出会いをして、いいことがたくさんある２０２２年でありますように願っています。」２つ目は、ネット

ゲームを含めたネット端末の利用についてです。ネットゲーム、LINEやインスタなどのSNS、トラブルが

多数報告され、今や全国的にも中学生の一番大きな問題となっています。「時間を大切に」だけではなく、

「今」または、「中学生の今」という「時」を大切に過ごしてほしい。「今」でないとできないこと、

「今」だからこそやってほしいことがあります。人生１００年時代を生き抜くために、「今」何が大切なの

かをしっかりと見極めて、そのことを成し遂げるべく全力で臨んでほしいと思います。３つ目は、学びに夢

中になることについてです。３年生は、中学校生活、義務教育のラストスパートの段階に入り、全力投球の

時期です。受験等において、これまでの学習の成果を出せるようにしっかり頑張ってください。結果につい

て、「かけた時間と内容は決して裏切らない」、｢努力は裏切らない｣と信じています。そして、１、２年生

ですが、今年は藤山中学校全員が「学びの集団」となることをめざしていきます。この冬休み中も、１，２

年生で「補習授業」を行いました。「志」ある生徒がたくさん出席し、学びに向けて、よい雰囲気のスター

トが切れています。先生方も分かりやすい授業づくりに全力で取り組みます。皆さんも、将来の自分のため

に、しっかりと学力の基盤を作り上げましょう。三学期が始まり、生徒会のメンバーも新たに、張り切って

スタートを切っています。年末には、藤山中の１年間の発展を願って、北門の入り口にある「門松」を地域

の方と一緒に作ってくれました。また、新年早々、自主的に掃除もしてくれていました。藤山中を素晴らし

い学校にしようと、本当に一生懸命頑張っています。最後に、新型コロナウイルスが、年末からかなりの感

染拡大となっています。山口県でも岩国市を中心として「まん延等防止重点措置」の対応がとられていま

す。今後、本校においても、感染者が出る可能性は十分にあります。そこで、皆さんに大切なお願いがあり

ます。改めて感染防止対策の一層の徹底を図るとともに、人権意識を高め、冷静に行動してください。特

に、根拠のないうわさや、差別・偏見、誹謗中傷等につながる発言は厳に慎んでください。皆さん一人ひと

りが必要以上に感染者を特定するために詮索をしたり、根拠のない噂を広げたりすることはあっては絶対に

あってはなりません。よろしくお願いいたします。終わりになりましたが、この素晴らしい環境である藤山

中学校で学習･生活できることを、誇りに思い、仲間と切磋琢磨して、自分を磨きあげて、人間的にも成長

してほしいと思います。      


